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 要  旨 
本研究は, Multiple-Input Multiple-Output(MIMO)における無線通信の信号推定アルゴリズム
を対象としている. MIMOとは複数の送受信アンテナを用いて独立なデータの送受信を行う技術
である. MIMO は同一周波数帯を使用するため周波数利用効率をあげることができるが, 送信信
号同士の干渉が起こり, 送信された信号が正しく推定できない場合がある.  
従来の信号推定法として, Maximum Likelihood(ML)法, Zero Forcing(ZF)法, Minimum Mean 
Square Error(MMSE)法などがある. その中でも ML 法は最良なビット誤り率(BER)特性が得ら
れる推定法であるが計算量が多い. そこで, Lattice-Reduction(LR)を用いることにより ZF 法, 
MMSE法の誤り率を改善することができる.  
LRとは通信路行列の列ベクトル同士を準直交化させることにより送信信号同士の干渉を抑える
ことができる手法である. ここで, もし列ベクトル同士が完全直交しているならば, より干渉を
抑えることができると考えられる. だが, 完全直交させるには量子化の問題が生じてしまう. 以
前までの研究においてこの量子化による問題は解決され, 良好な BER 特性が得られた. しかし, 
信号推定に必要な計算量が増大してしまうとことが新たな問題となった. 本稿では少ない計算量
でより良好な BER特性が得られる信号推定法を提案している. 
 本稿ではまず始めに MIMO のシステムモデルと通信に用いる変調方式について紹介している. 
次にMIMO環境における従来の信号推定について紹介している. その後, Lattice-Reduction(LR) 
とその BER 特性について紹介している. その後, 従来の LR よりも更に良好な BER 特性が得ら
れる信号推定法を紹介している. そして最後に, 自身の提案法である信号推定法を紹介している. 
提案法を用いることで, 送信アンテナ 4 本, 受信アンテナ 4 本での 4×4MIMO 通信において, 
QPSK変調及び, 16QAM変調を用いた場合, MLのBER特性と非常に近い特性を得ることが可能
となる. 
 
